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オール東京62市区町村共同事業

みどり東京・温暖化防止プロジェクト
市 町 村 の 取 組 紹 介

　本プロジェクトでは、自然環境保護と地球温暖化防止についての
普及・啓発を目的とする市区町村の自主事業に対する助成を行って
います。多摩・島しょ地域の市町村で本助成を活用して実施された
取組を紹介します。

　町田市は生物多様性の保全についての意識啓発に取り組んで
います。その一環として、市内の生きものやすみかを紹介する「ま
ちだ生きもの探しマップ」を配布しています。2018 年度に第 1
版、2019年度に第2版を発刊し、このたび第3版を発刊しました。
　緑や水辺に親しめる場所を掲載し、市民協働の生きもの調査
「生きもの発見レポート」で届いた生きもの情報、特徴的な環境
（里山、源流、街中など）とそこをすみかにする生きもの、外来
種や絶滅危惧種など、様々な情報を紹介しています。市ホーム
ページで公開していますので、ぜひ一度ご覧ください。

　小金井市では、「2050 年ゼロカーボンシティ」の実現に向け、
ライフスタイルの変革による脱炭素行動を一人ひとりが始める
契機となるよう、次世代自動車を購入した市内の個人及び法人・
個人事業主を対象として補助金を交付する「次世代自動車普及
促進事業」を行っています。
　この事業を継続することにより、市域から排出される温室効
果ガス排出量の削減を図っていきます。

　大島町では、町内各地区の婦人会が主体となり、地域に花を
咲かせる事業を実施しています。地域ごとの主要道路沿いにあ
る花壇や空き地などに季節ごとに花を咲かせ、島民や観光客に
やすらぎと小さな感動を与えることを目的に事業を実施してい
ます。また、海岸線などに多く繁殖している「クロマツ」など
の景観や防風林としての役割を保つため、松枯れ対策も実施し
ています。
　これら事業を継続し、花と緑にあふれたまちづくりと、さら
なる地域コミュニティの活性化をめざしていきます。

【問合せ先】町田市　環境共生課　TEL 042-724-4391

【問合せ先】小金井市　環境政策課　TEL 042-387-9817

【問合せ先】大島町　政策推進課　TEL 04992-2-1444
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多摩交流センターだより

【主催】 第30回TAMAとことん討論会実行委員会
 （NPO法人東京・多摩リサイクル市民連邦、（公財）東京市町村自治調査会）
【後援】 東京都・東京都市長会・東京都町村会・多摩市・多摩ニュータウン循環組合
 （公財）東京都リサイクル事業協会・(一社 )廃棄物資源循環学会

実施報告
T A M A
と こ と ん 討 論 会第
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回

　2023 年 3月 4日 ( 土 )、聖蹟桜ヶ丘ショッピングセンター 6階のアウラホールにて「ごみ問題は自
分ごと～多摩地域の取組みから考える～」をテーマに、第 30回 TAMAとことん討論会を開催しました。
今回は会場参加とオンライン参加のハイブリッド形式で開催し、会場には 50人ほどの人たちが集まり
ました。
　今回は第 30回となる節目にあたることから、あらためてごみ問題をすべての人が自分自身の問題で
あると捉えるところから再スタートしたいと考えました。
　自分ごととして考え行動する人を増やす方法、我慢を重ねるのではなく楽しみも取り入れた活動など
の事例を交えながら、多摩地域のごみ問題を真剣に考える時間を持つことができました。
　また、ごみ問題を自分ごととして考えるきっかけとして事前に作文と川柳の募集をし、当日入賞者の
発表を行いました。

プログラム （敬称略）

■ 主催者あいさつ 小石　惠子（第30回ＴＡＭＡとことん討論会実行委員長）
　   （特定非営利活動法人東京 ･多摩リサイクル市民連邦代表理事）

■ 来賓ごあいさつ 阿部　裕行 （多摩市長）　ビデオメッセージ

■ 調査報告  鈴木　隆志 （東京・多摩リサイクル市民連邦）

■ 話題提供１ 自治体の政策づくりと市民参加　～多摩地域での試みから～
  長野　基 （東京都立大学都市環境学部都市政策科学科准教授）
■ 話題提供２ 市民として　きっかけは大学のサークル
  高野　研一 （東京・多摩リサイクル市民連邦）
■ 話題提供３ 市民団体として　使った食器の行く末を考える
  柏原　君枝 （小金井市消費者団体連絡協議会）
■ 話題提供４ 再資源化事業者団体として　リサイクルに関心を持ってもらうための取組み
  紺野　琢生 （東多摩再資源化事業協同組合）
■ 話題提供５ 作文・川柳募集企画の背景および優秀作品発表
  江尻　京子 （東京・多摩リサイクル市民連邦）

■ ディスカッション コーディネーター 山本　耕平（ダイナックス都市環境研究所）

■ 閉会あいさつ  松尾　尚之 （公益財団法人東京市町村自治調査会企画調査部長）

▲話題提供

▲ディスカッション

作文・川柳受賞者 （敬称略）（共催　エコにこセンター）

● 作文「わたしがごみを減らす理由（わけ）」
優秀賞　　国里　朋代
佳　作　　山崎　乙女

● 川柳「ふと思った“ごみ”のこと」
エコにこセンター長賞　　北出　陽菜・長谷川　真由美
佳　　　　　　　　作　　中川　琴葉・原　剛志・大熊　亨子
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